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広島大学短期交換留学プログラム 派遣留学報告書 

HUSA (Hiroshima University Study Abroad) Program Report 

  記入日/Date 年 月 日(YYYY /MM/ DD) 

本学での所属学部・研究科 

School/Graduate School at HU 
 

総合科学部/研究科 

School/Graduate School 
２ 

      年次(Year) 

（留学開始時点(When Started)） 

派遣プログラム 

Name of Program 
☑HUSA  □USAC   

留学先大学 

Host University 
慶熙大学  （国名/Country：韓国 ） 

所属学部・学科等名 

School/Graduate School at Host  
Hotel & Tourism Management 

在籍身分 

Status at Host University 

Exchange Student 

(ex. Exchange Student, Special Auditing Student) 

留学期間 

Period of Program 

 2024年 09月 02日   ～ 

(YYYY /MM/ DD) 

 2024年 12月 20日 

(YYYY /MM/ DD) 

 

１．留学するまで / Preparation for the Program 

留学への志望動機・ 

派遣先大学を希望した理由 

Purpose of Study / Reason of  

Host Choice  

慶熙大学のホテル観光マネジメント学科では、ホテルやホスピタリティについて学ぶ

ことができることに惹かれたからです。また、以前から韓国の文化に興味があったた

め、実際に生活して文化に触れたいと思い、この大学への留学を希望しました。 

留学準備を始めた時期 （応募す

る何か月前ですか？） 

Commencement of Preparation 

for Application 

２か月ほど前から、徐々に準備を始めました。 

事前準備について（どのような準

備をしたか，しておけばよかった

か） 

Preparation Completed Prior to 

Study Abroad 

留学先で出会った人たちと円滑にコミュニケーションを取ったり、授業を受講したり

するために、英語の学習に努めました。また、現地の方たちと交流するために簡単に

韓国語の勉強もしていました。 

 

 

2．渡航について / Visa and Flight Information 

ビザについて 

Visa 

ビザの種類 / Visa Type：D-２ 

ビザ申請先 / Location of Visa Application：駐広島大韓民国総領事館 

提出書類 / Required Documents：パスポート、査証発給申請書、証明写真、住民

票。在学証明書、残高証明書、入学許可書 

手続きに要した日数 / Duration of Visa Application Process：二週間程度 

その他必要な事前手続き 

Other Required Procedures 

結核の血液検査、麻疹風疹の予防接種、寮の申請など 

出国年月日/ Date of Departure   2024年 8月 27日 (YYYY /MM/ DD) 

経路（往路）/ Route (Outward) 福岡→ソウル 

現地での出迎え 

Pick-up Service 

 ☑有/Yes（大学関係者/Univ. Staff ・ その他/Others） 

□無/No 

到着後オリエンテーションの有

無・期間・内容 

☑有

/Yes  

有の場合 期間/Period：  ８/２８  ‐  ８/２８    

(If Yes)    内容/ Indicate Content Covered during Orientation 
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Orientation, Period, Contents □無/No 

帰国年月日 / Date of Return   2024年 12月 24日 (YYYY /MM/ DD) 

経路（復路） / Route (Return) ソウル→福岡 

 

3．留学費用について / Expenses 

支
出
額 

/ E
x
p
e
n
s
e
s 

総額 

Total Amount 
491,000 円/yen 

内訳 

Details 

渡航費（往復）/ Flight Ticket (Round Trip) 50,000 円/yen 

ビザ申請手数料/ Visa Application Charge 0 円/yen 

予防接種費用 / Immunization Charge 20,000 円/yen 

保険料 / Travel Insurance 36,000 円/yen 

教材費（授業料以外の学費） 

/ Learning Material (Extra Tuition Fee)  
0 円/yen 

宿舎費（住居費）/ Accommodation Fee 130,000 円/yen 

光熱費 / Utility Cost 0 円/yen 

食費 / Meal Cost 200,000 円/yen 

通信費（インターネット・携帯）/ Internet, Phone 30,000 円/yen 

交通費（宿舎－大学間） 

/ Transportation (Accommodation ~ Univ, Campus) 
0 円/yen 

交際費 / Social Expenses 15,000 円/yen 

その他 / Others（   血液検査費）

（      費） 

（      費） 

10,000 

 

 

円/yen 

円/yen 

円/yen 

4．授業・修学について / Courses and Study 

授業の概要について（カリキュラム，

プログラム，履修した科目，時間数，

履修形態等）/ Brief Description of Courses 

(Curriculum, Program, Registered Courses, 

Study Hours, Course Style) 

週に２コマある授業を４つ受講していました。 

所属学部以外の授業も受講することができますが、私は所属学部で開講され

ている英語で行われている授業のみ受講しました。履修した科目は以下の通

りです。 

Cultural Tourism 

Cultural Tourism English 

Tourism Destination Management 

Communications on Hospitality 

単位互換希望の有無 / Credit Transfer 

from Host to Home University 

☑有/Yes    □無/No 

授業・勉強についてのアドバイス（留

学前の履修，留学中，単位取得等）/ 

Advice for Class and Study (Before and 

During Study Abroad) 

履修登録は先着順で登録されていくため、あらかじめ履修を希望する授業の

候補をいくつか多めに決めておくとよいと思います。授業に関しては、予習

復習をしておくと問題ないと思います。 

日本と異なる授業形態などにおける困

難や挑戦（ティーチングスタイル・先

生と学生の関係性など）/ Difficulties and 

Challenges Faced in Classes Different 

授業は日本とほぼ同じ形態です。グループワークが多く、グループでの発表

や動画作成などがあるほか、個人発表やペーパーテストもありました。授業

の中でも現地の学生や留学生と交流を取る時間が多く、先生に意見を発表す

る機会も多かったです。 
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from Japan (Teaching Style, 

Relationship with Professors/Lecturers) 

 

5．生活等について / Lifestyle 

（１）留学先の住居について / Accommodation  

住居の種類   

Type of Accommodation 
☑大学の寮 / University Dormitory  □アパート / Apartment   

□その他 / Others（     ） 

住居の広さ  

Size of the Room 
約/approximately 

       20 ㎡  

同居人の有無 

Roommate(s)? 
☑有 / Yes（  １人/People） 

□無 / No 

住居に附属する設備 

Facilities in Accommodation 
☑電気/ Electricity □ガス/ Gas ☑水道/ Water ☑給湯/ Hot Water ☑シャワー/ 

Shower 

□風呂/ Bathtub ☑水洗便所/ Flushable Toilet ☑暖房/ Heating ☑冷房/ Cooling □台

所/ Kitchen 

□食堂/ Dining Room  ☑固定電話/ Land-Line Phone ☑インターネット/ Internet   

□その他/ Others（                     ） 

住居費 

Accommodation Fee 

１ヶ月当たり/ per month   (現地通貨/ local currency) 約/ approximately 

３万円/yen 

留学先での住居全般に関す

るアドバイス 

A c c o m m o d a t i o n  A d v i c e 

大学の寮にはルームメイトが一人いるため、お互いの生活リズムに合わせて生活することが

必要になると思います。 

（２）医療について / Medical Care 

保険の加入先 

Insurance 

(W ho Des ignated) 

☑本学指定の保険 / Hiroshima University  □留学先大学指定の保険 / Host University   

□その他 / Others（      ） 

保険の補償内容 

Insurance Coverage 

補償額 / Coverage 死亡 / Death    １０００万円 / yen, 

入院1日 / per day of Hospitalization    無制限  

その他 / Others（            ） 

留学前後での予防接種の必

要の有無  

Immunization Requirement  

☑有 / Yes （種類 /Acquired Immunizations： MMRワクチン  

  医療機関名 / Location of Immunization：前田医院                     ） 

□無 / No 

留学先国の医療事情 （日本

と比較して） 

Difference in Medical 

Service (Compared to 

Japan) 

利用していないのでわかりませんが、留学期間中はストライキが行われている病院もありま

した。医療のスタイルは概ね日本と変わらないと思います。 

留学先での健康管理，衛生

面について特に注意すべき

こと 

Healthcare and Hygiene  

 

においが気になる場所や、食事によって体調を崩す可能性があるため、馴染みのある薬を常

備していると問題ないと思います。 
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（3）危険を感じた地域，状況，安全管理において注意したこと  

    / Dangerous Situations and Locations Encountered, Possible Advice for Risk Management 

戒厳令が発令されたときや、デモが行われている時には、人が密集するようなところに出向くのを避けていました。日常

的にデモが行われている場所もあるので、そのような場所には近づかないようにしていました。 

（4）食生活についてのアドバイス / Food – Related Advice 

基本的に日本の料理と比べて辛い料理が多いため、辛い料理が苦手な人は、それらを避けて辛くない料理が食べられるお

店で食事をしたらよいと思います。寮での料理が禁止されているため、外食が基本になりますが、大学の周辺にお店がい

くつもあるので、食事に困ることはないと思います。 

（5）気候・服装についてのアドバイス / Advice on Local Climate and Clothing 

１１月後半から１２月は急激に寒くなるので、気温の変化によって体調を崩さないように体調管理に気をつけることが重

要だと思います。基本的に室内は暖かいことが多いので、着脱しやすいコートやダウンジャケットを着るとよいです。 

（6）学内外の施設・設備環境について（インターネット環境含む） 

/ Available Resources (Library, Cafeteria, Campus Wi-Fi, etc.  ) 

インターネットは学内・学外関係なく使用できました。 

（7）現地学生や地域との交流について（どのような，機会・きっかけがありましたか？） 

     / Communication with Local Students and People (Available Opportunities?) 

現地の学生とは授業でのグループワークなどで交流したり、留学先の大学のBuddy programで一緒に出掛けたりして、交

流を深めました。また、旅先で出会った現地の方たちには韓国語での会話を試みて、交流しました。 

（8）習慣やマナーの違いによる対人関係等，注意すべきこと / Care and Attention regarding Customs and Manners 

韓国は日本よりも上下関係が重視される傾向があるため、目上の人にはより敬意を表すことでトラブルを防ぐことができ

ると思います。また、タクシーやバスは日本に比べて急発進や急ブレーキが多いので利用する際には注意すべきだと思い

ます。 

（9）日本から持っていくべきもの，持っていくべきでないもの / What Should You Bring? What Should You NOT Bring? 

常備薬やインスタント食品などの日本食を持っていくとよいと思います。 

（10）その他生活等に関して参考となる情報・アドバイス / Other Useful Information and Advice about Life Abroad 

基本的に英語だけでも生活できますが、旅行した時や現地の人との交流のきっかけになるので、少しでも留学前に韓国語

を勉強しておくとよいです。 

6．帰国後の進路について / Your Career After Study Abroad  

卒業予定年月  

Expected Graduation 

   2027年 / year 3月 / month   

（当初の卒業予定年月 / Expected Month and Year before Studying Abroad          
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Month and Year 年 / year   月 / month） 

卒業が遅れる見込みの場

合，その理由 

Reason for Extension of 

Graduation Month and 

Year? 

□４年次に留学したため / Participation in HUSA during 4th Year 

□単位不足のため / Amount of Credits  

□新卒で卒業するため / In order to graduate as a “new” graduate 

□その他 / Others（具体的に / Specific reason:       ） 

現在の状況および今後の

予定・進路等  

Current Situation, Plan 

and Career 

今後は留学先で学んだことを生かして日本での就職を考えています。 

就職活動や留学前の単位

取得，教育実習等について

の工夫  

Pre-arrangement by yourself 

for your future job hunting, 

acquisition of credits of 

required courses and 

practicum, etc. 

 

 

 

7．留学準備，留学中に役立った書籍，ウェブサイト等  

/ Useful Books and Website for Study and Life Abroad 

書籍，サイト名  

Name of Book or Website 

詳細（出版社，URL等） 

Details (Publisher, URL etc.) 

コメント 

Comments 

   

   

   

8．後輩へのメッセージ / Message for Outgoing Students who Desire to Study Abroad 

留学して最初のうちは慣れないことが多く、気が沈むこともあるかもしれませんが、安全面に気を付けながら色々な

場所に行ってみたり、韓国でしかできない体験をしてみたりするとより充実した留学生活を送ることができると思い

ます。また、留学はこれまで以上に異なる境遇の人たちと出会うことのできる貴重な機会なので、ぜひ積極的に交流

してください！ 
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注１） 報告書およびその内容は，留学希望者への情報提供のため，HUSAホームページおよび広島大学ホームページへの掲載，事

務室での閲覧や大学の留学情報案内の作成のために利用させていただきます（氏名及び学生番号については，非公開としま

す）。ただし，公開にあたり不適切と判断された内容については，留学交流グループにて削除等させていただきますので予

めご了承ください。/ This report and its contents will be uploaded on website of the HUSA and Hiroshima University, browsed 

at the office and used for information regarding study abroad at Hiroshima University in order to provide information to 

students who desire to study abroad. (Student name and student number are not published). If the report and its contents are 

included inadequate contents to be published, it would be deleted or amended it by Global Exchange Group. 

 

 

 

9．自由記述（日本語・1,200字程度）/ Feedback (English about 600 words) 

 この留学では、普段とは異なる環境で生活することで、非常に貴重な体験ができたと感じています。日本と地理的

には近い韓国ですが、留学中は何度もカルチャーショックを受けたり、慣れない生活に気分が落ち込んだりすること

もありました。それでも、留学生活を振り返ると、この四か月間の経験すべてがかけがえのないものだったと思いま

す。その中でも印象に残った体験は、慶熙大学の国際部のプログラムの中の一つのBuddy programで、現地の学生や、

ほかの留学生と出かけたり、韓国語の勉強をしたりしたことです。それぞれの国の相違点や類似点について話したり、

韓国語を使って話す練習をしたりして、仲を深めることができました。出かける際には現地の学生が一日の計画を綿

密に立ててくれて、韓服を着るなどの韓国でしかできない体験もすることができました。また、留学期間中に非常戒

厳が発令され、一時混乱しましたが、韓国の政治について興味をもって学ぶきっかけとなり、韓国の文化や歴史、政

治について知識を深めることができたと感じています。留学を通して、この留学を通して、さまざまな成果を得るこ

とができました。まず、言語面での成長が大きな収穫です。留学前は韓国語で簡単な会話をする程度の語学力でした

が、実際に韓国語を使う環境に身を置き、日々の生活等を通じて、より自然にコミュニケーションを取れるようにな

りました。また、クラスでの勉強だけでなく、現地の人々との会話を通じて、韓国語・英語ともに教科書では学べな

い表現や言葉のニュアンスを習得することができました。このような経験を通じて、自分の言語スキルに自信がつき、

他者との交流に対する積極性も向上しました。さらに、異文化理解や柔軟性も大きく成長した点です。カルチャーシ

ョックや予期せぬ出来事があったものの、それらを乗り越えたことで、異なる文化や価値観に対する寛容さと適応力

が身につきました。特に、非常戒厳の際には冷静に状況を受け止め、情報を収集しながら適切に行動する力が鍛えら

れたと感じています。これらの経験を通じて、自分の視野が広がり、国際的な視点を持てるようになったことを実感

しています。 

この留学で得た経験や知識を今後は、将来のキャリアにおいて国際的な場面でのコミュニケーション能力を活用し

たいと考えています。具体的には、韓国語や英語を使う仕事や、異文化間の架け橋となるような役割に携わりたいと

考えています。また、異なる価値観を理解し受け入れる力を、チームワークやリーダーシップの場で活かしたいと思

います。さらに、この経験をもとに、他国の文化や歴史についても学び続け、国際的な課題に貢献できるような人材

になりたいと考えています。 

この四か月間は、自分の限界を乗り越え、成長するための大きな一歩となったのではないかと感じています。留学

前には想像もしなかった多くの学びと出会いに感謝し、この経験を今後の人生において最大限活かしていきたいと思

います。 

 

 


